
土浦平和の会ニュース Ｎｏ．１５６    ２００５年７月          P1 
 

私たちの会費が日本平和委員会と茨城県平和委員会の活動を支えています 
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ヒロシマ、ナガサキ ヒロシマ、ナガサキ 

原水禁世界大会参加者原水禁世界大会参加者

石岡駅前８：３０― かすみがうら市千代田庁
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舎１０：００ ―中貫交差点１１：３０（休

―小岩田池ﾉ辺商店１４：３０（休憩） ―
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、革新懇、保健生協、コープポッポの会、土、革新懇、保健生協、コープポッポの会、土
原爆と人間展 ｉｎ土浦 のお知らせ 

ところ 県南生涯学習センター（うららビル）入場無料 
（８日は休館）６日はメモリアルデー 
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還暦の「八月十五日」        小笠原 徹 

 １９４５年、私たちは凶暴な天皇国家から解放されました。百年にわたりアジアの人々や私たち

に惨劇と窮乏をバラマキ続けた帝国が敗北してから六十年になります。そのころ私は２０歳で人並

みの軍国青年として存在しておりました。私は今日、傘寿を迎えての八十歳となりました。妻は喜

寿を間近にしてにしています。 
 天皇や首相などが平和の式典に際して「心から世界の平和を祈念します」と、その都度繰り返し

てきました。しかし「平和」は「祈念」だけでは守れません。空念仏のような「平和祈念」だけで

は凶悪な歴史の再現を絶滅させることはできません。 
 フランス抵抗文学の作家ベルコールは「沈黙は共犯者である」という言葉で、フランス国民のフ

ァシストに対する闘いを叱咤激励しました。天皇や歴代首相の「祈念」は果たして「平和」を守り

固め、永久に闘い取ろうとする言動と気魄に結びついているでしょうか？ 
 教科書検定、靖国神社神道、君が代強制、天皇元首復活、アメリカの核戦略に対応する布石など

と、反動勢力は、私たちの自由と生命を棺桶の中に押し込めて、確実に日本国民に破滅をもたらす

「罠」にはまってきました。これでは彼らは「日本の墓堀り」という役割を担うことになります。     

日中、日韓、日朝をはじめ、多くの国々との友好関係を構築することなしに日本の未来はありませ

ん。 
アメリカの反・核兵器廃絶の独善は、依然として原爆帝国主義の先頭を進んでおります。 
往時、私は軍国青年であったが、しかし、天皇やＡ級国際戦犯やその他数万人に及ぶであろう戦

争責任者、戦争犯罪者の仲間ではありませんでした。 
現在、これらの戦争仕掛け人の流れを汲む反動勢力による、復古策謀が執拗に根深く行なわれて

います。これらのうごめいている毒蛾の蛹（さなぎ）を成長させてはなりません。 
将来を担う青少年について、ある政治家の言うごとく「青少年の心の中に異変が起きている」の

ではありません。それよりも「多くの政治家の心と頭の中にこそ異変が起きている」のではありま

せんか！ 
国民が「天皇陛下万歳」と叫んで殺されてゆくような日本を再現させてはなりません！ 
                          ７月８日傘寿を迎えての偶感 

 

 
 
 
 

活動ごよみ 
6･23 原水禁自治体募金（土浦市） 
6･29 平和行進ポスター準備 
7･ 1 平和行進県南実行委員会（つくば） 
7･ 4 原水禁自治体募金（新治村） 
7･ 5 母親大会つくば会場現地打ち合わせ（筑

波大） 
7･ 8 平和行進石岡―土浦コース 
7･16 平和の会理事会（神立コミセン） 
7･23 日本母親大会全体会（笠松運動公園） 

24 同上（分科会 筑波大キャンパス） 
7･26 コープピースバスツアー（東京） 




